
三根中学校だより 第 2 号          令和８年５月７日  校長 山﨑康隆 

       誇り高き三根中生へ ―自主・自律・寛容の心とともに― 

 

〇 生徒会オリエンテーション 

 ４月１３日(月)５校時、生徒会オリエンテ

ーションが生徒会主体で開催されました。新

入生に三根中学校の生徒会や部活動について

知ってもらう会です。生徒会活動とは何か、

三根中ポイントとは何か、MVA とは何かなど

生徒会本部から説明がありました。その後、

各部委員会の委員長、副委員長から各部の活

動について説明がありました。その後、各部

活動から工夫を凝らした紹介がありました。 

 説明する生徒会役員の様子を見ていると物

おじしない堂々とした発表で、プレゼンなど

も慣れている様子で感心しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動紹介においては、勝利や入賞にこだ

わるだけでなく、興味がある活動を友人と楽

しんでいる様子が伝わってきて、ほのぼのと

した気持ちになりました。特に印象に残った

のは、野球部です。部員２名で活動もうまく

できない中、普通であれば、キャッチボール

か簡単なバッティング練習の紹介でしょう

が、今回の紹介は、野球部に入った際のメリ

ット？を紹介してくれました。ボールが飛ん

できたとき、一般人はぶつかり転がるが、野

球部に入っていると受け止め、身を守ること

ができることを、実演を交え示してくれまし

た。ウィットに富む紹介で、盛り上がりまし

た。 

 生徒会の説明を聞いている人は話をしっか

りと聞き、部活動の紹介を聞いている人たち

は、拍手や手拍子で盛り上げていました。 

 新入生には２，３年生の活動の様子がしっ

かりと伝わったと思います。何かほっこりと

した心地よいオリエンテーションとなりまし

た。 

  

〇 １年生交通安全教室 

 ４月１５日(水)５校時、１年生対象に交通

安全教室を開催しました。鳥栖警察署の交通

課の方が、４月から適用になった自転車の交

通ルールを中心に講話をされました。 

 今話題の青切符は１６歳以上が対象となり

ますが、中学生は白切符で注意指導がなされ

ます。 

 会の始めの私のあいさつの中で、私の最近

の交通事故体験を話しました。私は１２月

に、横断歩道を渡っている最中に右折してき

たタクシーにひかれたことから、ルールを守

っていても交通事故にあうこともあるので、

回避可能な危険は、事前に回避して命を守ろ

うという話をしました。 

中学校になって初めて登下校に自転車を使

う生徒たちです。まだまだ大きめの自転車に

慣れていない１年生も多く、少しふらついて

運転している生徒も見かけます。早く自分の

自転車に慣れて、ルールを守り安全に登下校

してほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇 三根中五輪 

4 月 28 日(火)昼休み、生徒会保体部主催で

三根中五輪が開催されました。ドッジボール

のルールでボールの代わりにドッジビーを使

って競技を行っていました。１年生から３年

生までが一緒になって楽しめるよう配慮され

たものです。 

希望者の参加 

にもかかわらず、 

参観者も含める 

と全校生徒の半 

数以上（１００ 

人以上？）は参 

加していました。 

ルールは単純な 

がら楽しんでい 

ました。ドッジ 

ビーが１つから 

２つになると、 

前にも後ろにも 

注意を配りながらさらに白熱していました。 

 

〇 ふれあい道徳 

５月１日(火)５校時、道徳の授業参観を行

いました。 

各学級でマナーについて、コミュニケーシ

ョンの仕方について、成功と失敗について、

あいさつについて、チームの一員としての内

容で、担任の先生が工夫して授業を行いまし

た。 

生徒たちは、日頃から授業には熱心に取り

組んでいますが、いつもに増して、発表や活

動に意欲的な様子でした。 

３年２組の代表者のロールプレイは、保護

者のカメラが一斉に向けられていました。 

２年１組の生徒の発表では、保護者から

「大きな声ではっきりと」と声援がありまし

た。 

生徒たちは、保護者や知り合いからの声掛

けは大きな励みになります。多数の参観あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 「五月病」について 

５連休終盤になると、ニュースで「五月

病」が盛んに取り上げられていました。新し

い環境での緊張や連休後の生活リズムの変化

により、心や体に不調を感じやすい時期で

す。 

この時期を健やかに乗り越えるためには、

早寝・早起きなど生活リズムを整えること、

朝ごはんをしっかりとること、適度に体を動

かすこと、家庭で安心して話ができる時間を

持つことなどを心がけましょう。 

 

〇 不登校について 

近年増加している不登校は、誰にでも起こ

りうることであり、決して「怠け」や「甘

え」ではありません。背景には、心身の不

調、人間関係、学習への不安など、さまざま

な要因があり、子ども自身が自分を守ろうと

して出しているサインでもあります。 

学校としては、安心して過ごせる居場所づ

くりや、本人の気持ちを大切にした関わりを

心がけています。しかし、そのような状況へ

の対応は、学校だけで完結できるものではな

いというのが現実でもあります。子どもが置

かれている状況は、家庭での様子や生活環

境、心身の状態などとも深く関係しており、

学校の関わりだけでは支えきれない面もあり

ます。 

そのため本校では、保護者の皆様と丁寧に

情報を共有しながら、必要に応じてスクール

カウンセラーやスクールソーシャルワーカ

ー、関係機関とも連携し、学校・家庭・関係

機関が一体となって支えることを大切にして

います。それぞれの立場でできることを持ち

寄り、子どもにとって最も安心できる環境を

整えていきたいと考えています。 

連休明けは、保護者の皆様にとっても気持

ちが揺れやすい時期かと思います。どうか一

人で抱え込まず、気になることがありました

ら早めに学校へご相談ください。小さな不安

や疑問の共有が、次の一歩につながることも

少なくありません。 

子どもたちの成長は一直線ではなく、立ち

止まる時間や休む時間も、大切な過程です。

学校はこれからも、子ども一人一人の歩みに

寄り添いながら、皆様と共に支えていきたい

と考えています。 


